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巻頭言

日本の生きる道

)  11村浩
東亜大学大学院

日本の時間生物学を大いに発展させるにはどうしたらよいか。これは単に研究費の増額
で解決される問題ではない。なぜならば私はわが国の大学の小規模さと古し、小講座制度自
体が学際的な研究を妨げていると考えるからである。
多くの人は旧帝大を大学の模範と思い込んでいる。しかし本来帝国大学は、明治の初め

に後進国の日本が欧米に追い付くために設けたものである。一つの講座に教授が一、助教
授または講師がーと助手が二、それに事務員または技術員が一人いれば上等という構成自
体が、ヨーロッパでも初期の古い大学のものである。今 日のヨーロッパの大学の実験講座
には数人から十数人の補助スタッフがいて研究者を雑用から救っている。
こうしたささやかな近代化さ えも日本ではついに実現していない。戦後の経済成長の時

期に、大学は数だけ増えたが、内容の充実という点で全く取り残された。
米国の学問は大戦前には二流視されていたが、戦後は多くの分野で世界のリーダーの地

位についた。それは研究費が豊かなためだけではない。なによりも大学院を最高学府とし
て拡張充実させたからである。一つの学問に異なった視野をもっ多数の教授、助教授を配
置して、きびしい競争原理が導入された。また研究費や人員も研究の発展に応じて伸縮さ
せる合理性が尊重された。新しい研究を競うグラン ト制では、指導を受けた師と閉じテー
マで、は研究費はもらえない。それが若い人に新分野の開拓を迫る動機づけとなった。
日本は戦後アメリカ流の新学制を導入したはずである。だが大学だけはその改革を怠り 、

米国の学制の最大の長所である大学院を形ばかりしか導入出来なかった。その結果伝統の
ある大学ほど高度成長に取り残され荒廃した姿になったのである。
今の日本の経済にはまだまだやる気があれば先端的基礎研究と高度の専門家教育の場と
しての本物の大学院を構築できる余力はあると思われる。大学院の根本的な改革は人と金
と時聞を要する時間生物学の発展のためだけではない。知的能力しか資源をもたないわが
国を衰退から守り、さらに発展させるためにも不可欠なことではないだろうか。
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I B R O  satellite Symposium on Biological Clock in the 
Suprachiasmatic Nucleus.の報告

井上慎一
山口大・理学部

この夏、世界神経科学会の大会である第
4 回 I B R O W  orld Congress が京都で行わ
れた。この機会に視交叉上核の研究者を集
めて京都で行った Satellite Symposium 
(1995.7.15- 7.17) のことを報告したい。

Biological Clock in the Suprachias-
matic Nucelus と題したこのシンポジウム
はその名のとおり、視交叉上核に話題を限
定した少人数のディスカッション中心の
フォーラムを持ちたいと京都府立医大の井
端先生を中心に企画した。そのため、最近
世界中で行われたたくさんのリズムのシン
ポジウムの中でも特徴のある構成になった
ように思う。
7月 1 5 日のお昼から開始され、井端先

生の開会の挨拶に続いて、 M oore，Swaab，
それに Albers の講演があった。Moore は
視交叉上核の腹外側にある VIP の存在する
領域を C ore，そのまわりの A V P の多い領域
を S hel1 と呼ぶ提案をしていた。VIP が重
要だとする考えには私には違和感があるが、
会場の雰囲気は好意的であったように思え
た。S waab は人間の死後脳による視交叉
上核の研究について、A lbers は視交叉上核
の G A B A について新しいデータをたくさ
ん含んだ話をした。石田さんが視交叉上核
の IP 受容体の話をした後、イギリスの
Coen は Differential Display法で視交叉上
核に特異的な遺伝子を見つけた話をした。
私は例によってペプチドのことを紹介し、
イスラエノレから来た Yarom は電気生理で

セロトニンの役割を調べていた。デ、ンマー
クの Mikkelsen は pretectum から視交叉
上核への連絡について示した後、最近話題
の I C E R について新しいデータを見せてい
た。薬理学的にセロトニンについての精力
的に研究を展開している Rea は大変たくさ
んの実験データを示し、神戸の岡村さんは
VIP について話した 。 オランダの
Mirmiran は視交叉上核の電気生理につい
て結果をまとめ，チェコから来た Illnerova
は視交叉上核の c-fos の発現が光周期に
よって変わることを示した。 2 日目の午前
のセ ッションは高橋清久さんのセロ トニン
とフリ ーラン周期の関係についての話で締
めくくられた。午後はドイツの Wollnik が
c-fos アンチセンスを Jun-B アンチセンス
と一緒に脳内にいれると光による位相変位
がブロックされることを話してから、
Schwartz が I G L に発現する c・fos のデー
タを初めて紹介した。早稲田大学に移られ
た柴田さんはスライスでの薬理学的実験の
話をまとめた。 Strasbourg の M assone-
Pevetは m elatonin receptor の時間変化に
ついて話した。続いて阪大の永井さんは
VIP と自律神経系について年来の仕事をま
とめた後、 トキシンを使った新しい研究の
データを紹介した。本間さとさんは人間で
の non-photic entrainment の話をした。
会場をわかせたのはゲス トとして参加して
いただいた睡眠研究の大御所 Jouvet のの
講演で、彼はこのシンポジウムのために猫
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を使って視交文上核にリズムのセンターが
あるかどうかの実験をした結果を述べた。
三日目は朝早くから Pevet のセロ卜ニンと
non-photic entrainmentの話と井端さんの
猿の視交叉上核の講演を聴き、その後参加
者の多くが、折から行われていた祇園祭の
山鉾巡航の見物に出かけた。
視交叉上核の研究は派手な分子生物学の

研究の陰になっている感じは否めないが、
これだけのメ ンバーが集まるとさすがに着
実に進んでいる研究の足音を聞く思いがし
た。実際の研究を推進している中堅の研究
者がたくさん参加してくれ、しかも初めて
発表したデータも少なくなかった。人数も
限定したのでディスカ ッションが活発に行
われた。これらのことが総合して、それぞ

れの参加者にとって実りの多い、大変気持
ちの良いシンポジウムができたように思う。
遠く物価も高い日本へわざわざこのシンポ
ジウムに参加するためにこられた方も少な
くない。そのような友人たちには感謝のし
ょうがない。お世話くださった井端先生、
岡村先生、それに京都府立医科大学の学生
さんたちにも深く感謝したい。 またこの
集会のためにご寄付をいただいた各企業等
にお礼を申し上げたい。 (付記 ・も しこの
シンポジウムに参加されなくて興味がおあ
りの方は，抄録が少々余っておりますので
おわけいたします。神戸大皐医学部解剖学
第二講座岡村先生まで Fax (078-341・5248)
にてご連絡下さい。)
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リズ、ム専門の欧文雑誌への投稿のお願い

井上慎一
山口大学理学部

時間生物学の研究に携わっておられる皆
様はその成果をいろいろな雑誌に投稿して、
世界の研究者にその知識を広く知ってもら
う努力をしておられるものと思います。そ
のときできれば自分の論文を一人でも多く
の人に読んでもらいたいと考えるのが普通
です。そのためにはよい、大勢の人が見る
国際誌を育てていかなければいけないと
思っています。そこで私がお手伝いしてい
る 2つのサーカディアンリズム専門の雑誌
について会員の皆様にお知らせし、ご協力
をお願いできればと思っております。これ
をきっかけにこれらの雑誌に、質の高い、
これはと思う自信作を投稿して頂きたいと
いうことと、貴大学、病院などの図書館に
購入を薦めてほしいというこつをお願い申
しあげます。

J  ournal of Biological Rhythms 
Journal of Biological Rhythms (JBR) 
は 1 9 8 6年に創刊された雑誌で今年で 1
0 年の歴史を持っています。この雑誌はア
メリカのリズムの学会である Society for 
the Research on Biological Rhythms (S 
R B R ) の機関誌で、会員になると自動的
に雑誌の購読が始まります。もちろん雑誌
だけを購読することもできますが学会会費
個人と雑誌購読料( $ 7  5) の差は$10 程
度ですから、S R B R の会員になることもよ
いと思います。 S R B R は 2年に一度大会を
開催し、そこでは世界中から研究者が参加
し、分子生物学から人間の臨床リズムまで

2 0ほどのシンポジウムがおこなわれ、 2
0 0 を越えるポスターが 4 日間にわたって
発表されます。会員になるとここで研究を
発表する資格が与えられます。 S R B R の会
員になるためには申込書と履歴書、業績目
録とを本部のあるパージニア大学 Center
for Biological Timing ( Society for 
Research on Biological Rhythms， Gilmer 
Hall， University of Virginia， 
Charlottesville， V A  22901， U S A )に送るこ
とが必要になります。申込書は私のところ
でも保管していますので電子メイル
(inouye@ccyi.ccy.yamaguchi-u.ac.jp) を く
ださればお送りいた します。履歴書、業績
目録は英語でイ乍っていただくのが原則です
が、もし日本語のものしか用意できないよ
うでしたら私にご相談ください。 S R B R
の大会は来年 5 月にフロリダで、 Irving
Zucker を President に行われることがき
まっています。
さて雑誌の方ですが、 Journal of Bio-

logical Rhythms はことし、大きな変革を
遂げました。まず出版社が S A G E Science 
Press に変わりました。それに伴って雑誌
の大きさが大きくなり U S Letter size にな
りました。また編集長が Benjamin Rusak 
から Fred Turek に変わりました。編集委
員会でいろいろ議論をした結果、編集方針
も少し変更され、今まで動物の基礎研究が
中心だ、った内容を人間の臨床や応用にまで
ひろげることになりました。実際、今年の
第 2 号には Light Treatment for sleep 
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disorders の特集が載っています。一年の
ページ数も増やす予定で原稿を集めていま
す。も し J B R のみを購読いただく場合は
S A G E  Publications(p. O. Box5084， Thou-
sand Oaks， CA.， 91359-9924， U. S.  A .)に
直接申し込んでください。この支払いはク
レジッ トカードでもできますので手聞がか
かりません。どの雑誌でもそうですが、よ
い研究を投稿していただく ことがその雑誌
の評価を高め、 研究者の活躍の場を広げる
ことになります。引用される数を雑誌で平
均した Impact F actor は 1 9 9 3年の J B R
論文では 2.5ですから、 Brain R esearchの
2.7、 Biological Psychiatry の 2.2、 Sleep
の 1.5 などと比べても遜色ありません。そ
れだけ referee の基準も厳しいですが、是
非投稿 していただければと存じます。
S R B R の全会員が読んでいるのですから挑
戦してみる価値はあると思いませんか。

B iological Rhythm Research 
Biological Rhythm Research は 25年にわ
たる、 J B R よりずっと古い歴史を持ち、 2
年前までは Journal of Interdisciplinary 
Cycle Research として親しまれていたもの
です。編集長がオランダの Rietveld に変
わって、より リズムの研究に重点、を置くこ
とを強調するために誌名を Biological

Rhythm Research に変更 しました。実は
この雑誌も European Chronobiology 
Society の機関誌です。外国の学会がレベ
ルの高い機関誌を持っているのを見ると、
日本でもいつか欧文の雑誌を刊行したいと
思わざるを得ません。 Biological Rhythm 
Research はユニークな編集方針を持って
いて、なるべく多くの国から、違った分野
の研究を広く載せる ことにしています。そ
のため、臨床のケーススタディーから純粋
に数学的なモデ‘ルの話まで、載っています。
ただ編集長の Rietveld の考えもあって、
医学的な仕事の比率が高くなっていますの
でその方面のヨーロッパの動向を知るため
には欠かせない情報源になっていますので、
是非図書館で購入していただければと存じ
ます。出版社は Swets &  Zeitlinger， P .O  
Box  825，2160  S Z  Lisse， T he  N ether-
landsです。編集長の Rietveld に連絡をと
くためには 31-71-276782 に fax するか、
rietveld@ rullf2.leidenuniv.nl に電子メイ
ルを出してください。
科学雑誌は読む人と投稿する人によって
育てられるものですし、良い雑誌を持つこ
とは結局その分野の進歩にも寄与するもの
です。リズムを専門にする開かれた国際誌
であるこの二つの雑誌を育てていただけれ
ばと存じます。
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"Japan/USA Workshop on Biological Timing" および公開シンポ
ジュウム " 生物リズムと生体機能" について

大石 正
奈良女子大学

文部省と米国国立科学財団との国際学術
研究「生物学的測時機構の系統的解析」
( 代表: 本間研一北海道大学教授) の一環
として、奈良でワークショップ "
Japan/ US A  Workshop on Biological 
Timing" および公開シンポジュウム" 生
物リズムと生体機能" が開催された。ワー
クショップは奈良女子大にて行われ、公開
シンポジュウムは猿沢の池の南側にある奈
良市ならまちセンターにて行われた。会場
の選定、奈良県コンペンションセンターと
の交渉等については、奈良女子大の登倉、
大石が当たり、当日の進行に関しては北大
クすループと奈良女グ、ループが協力して行っ
た。ワークショップに関しては、 3 月 2 0 、
2  2 日に開催され、公開シンポジュウムは
中日で休日の 2 1 日に開催された。
7月 2 0 日のワークショップは、約 9 0  

名が参加して開かれた 。 最初 Dr 
Hudson によりパージニア大の Center for 
Biological Timing のプログラムについて
説明があった後、 "  Molecular and 
Genetic Basis of Biological  T i ming"  ， 
Osci11atory Coupling" " Pineall  
Suprachiasmatic Nucleus/Others" の三
つのワークショップが聞かれた。 7 月 2 2  
日においては、" G n R H  Rhythm " と"
Biological Timing in H u m a n s" の二つの
ワークショップが開かれた。いずれのワー
クショップにおいても活発な議論がなされ
たが、時計機構の解明にはまだまだ遠い道

のりがあるようである。米国のグループの
特徴は、いわゆる概日リズムの研究者に
GnRH(gonadotropin -releasing horm o ne) 
リズムの研究者が積極的に参加しているこ
とである。今回、この分里子の 日本の研究者
も 1名スピーカーとして参加していたが、
日本の時間生物学会も生物と時間との関係
についてもう少し幅広く活動する必要があ
るかもしれない。
7月 2 1 日の公開シンポジユウムには約
1  5  0名の参加があり、盛会であった。北
海道大学本間研一先生の開会の辞に続いて、
「生物リズムの発生」と題して、フ リーセ
ン博士による" サーカデイアンリズムのコ
ンビューターシミュレーション" 、近藤孝
男博士による 3η，藍色細菌の生物時言計|の分子
遺伝学的解析
膜内生物時計の細胞機構研究" の 3 題が発
表された。午後の前半は「生物リズムと生
体機能」と題して、フォスタ ー博士によ
る" 哨乳類のサーカデイアンリズム光反応
性" 、本間さと博士による" 哨乳動物にお
ける多振動体サーカデイアン機構" 、ピン
ト博士による" 噛乳類サーカデイアンリズ
ム突然変異体「クロック (Clock) J の分
離、遺伝子マッピングおよび表現型解析" 、
大川|博士による" ヒ卜の生体時計の障害"
が発表された。最後のセッションでは、北
海道大学の広重先生が都合でこられなく
なったため、メナカ一博士による" サーカ
デイアンリズム機構研究の新しいアプロー
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チ" のみの発表となった。シンポジュウム
のパンフレットには英文と日本語訳があり、
また各セッションの後に指定討論者による
内容の紹介があったが、かなり高度な内容
で一般の参加者がどの程度理解できたか心

配ではある。しかし、シンポジュウムの前
に問い合わせてきた人のうちには、英語も
O .K 、難しいのも O.K . という人が何人も
いて頼もしかった。

|原稿募集 |  
本会誌の原稿を募集しています。実験ノート、研究室紹介、人材

募集など内容は問いません。ふるってご応募ください。年に 2 回し
か出ませんので、急、を要するものは難しいですが、会員相互の情報
交換の場としてお役に立つのではと考えています。よろしくお願い
します。

事務局
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ゴードン会議の印象

本間さと
北海道大学医学部生理学第一講座

Gordon Conference on Chronobiology 
は、本年は 4 月 3 0 日より 5 月 5 日まで、
イタリア、 トスカーナ州の山中にある中世
の町パルガを見おろすリゾートホテルで開
催された。 4 年前から一回おきに米国と
ヨーロ ッパで交互に聞かれるようになった
ゴードン会議であるが、今回はイタリアと
いうことで通常よりも早い季節に開催され
た。日本人は、井上慎一山口大学教授と北
大から篠原一之氏と私の 3名、現地参加が
チューリッヒ大学留学中の遠藤拓朗氏で、
同じホテルで、同時に開催されたアンジオテ
ンシン分科会の、日本人大集団と対象的で
あった。会長がオランダの Serge Daan で
あったため、プログラムの内容は、前回に
比較して molecular が少な目で、リ ズムの
機能解析が多く、第一日目がすべて
h u m a n のリズムというのも特徴的であっ
た。 まだハ ーバードの医学生である
D.WelshのS C  N  disperse cell culture に
おける電気活動記録( ほとんどすべての S
C Nニューロンがフリーランリズムを示し、
desynchroniza tion もみられる )
J.Takahashi の教室の M . Vitaterna の、
tau mutant mouse リズム解析の最新情報

等、若い研究者のすぐれた発表が目につい
た。篠原氏の S C Nスライス培養での 2つ
の振動体の存在を示した発表も、振動体の
カップリングに新しい問題を提起し、大い
に注目された。 Reppert の melatonin
receptor の研究は哨乳類や鳥類での各種
subtaype と分布、類似等まで発展してい
た。 Tobler の睡眠調節機構や、 Ruff の体
温リズム調節等、どちらかというと「先端
的J よりもじっくり時間をかけて行った研
究成果が多かった。最終日演、 F.Karsh の
sheep seasonal clock も、時間が迫る中で、
歯切れの良い季節リズムの話であった。 イ
タリア流ハプニングも多く、第一日目トッ
プバッターだった私は話の途中でプロジュ
エクタ ーが動かなくな り、発表半分で
discussion に移行、その後もプロジェク
ターの故障が続出し、聞いている方もはら
はらし通しであった。
会期中はさわやかな晴天に恵まれ、昼食
と夕食はワイン飲み放題でパスタが前菜の
フルコースで、セミ ナールームにいるより
もレストランで、の議論の方が多かった 5 日
間であった。
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研究室紹介: H u m a n  Circadian Pacem eker Laboratory 

安藤勝久
H u m a n  Circadian Pacemeker Laboratory， U C S D  

我々の H u man C ircadian P acem eker  
Laboratory は、 University of C alifornia， 
SanDiego (UCSD)の医学部キャンパス内
にあります。 San Diedo はカリフォルニア
でも南端に位置し、メキシコとも国境で接
しています。温和な気候と碧い海を求めて、
年聞を通じて多くの観光客が訪れ、保養地
としても有名なところです。文化的にはメ
キシコの影響も強く、オレンジ色の壁に瓦
屋根としづ住居が見られ、スベイン語も日
常的に聞かれます。タコスに代表されるメ
キシコ料理も本格的に味わえる所です。
U CSD は San Diego の中心街から北へ
15km ほど離れた L a Jolla と呼ばれる高級
住宅地に隣接した地区にあります。海沿い
の丘陵地に広がる広大なキャンパスは巨大
なユーカリの自然木に固まれた縁豊かな環
境にあります。その一角にひときわそびえ
る臨床科学棟は曲面を主体とした斬新なデ
ザインの建物で、われわれの研究室はその
中にあります。
研究室を主宰する Dr.K ripke は精神科の
教授でもあり、その指導のもと医学、動物
学、精神生理学、心理学、運動科学、統計
学、電子工学といったそれぞれの分野での
スペシャリストが集まり、一体となって臨
床研究を中心に進めています。研究テーマ
は時間生物学のみならず、睡眠時無呼吸症
候群やレストレスレッグス症候群の病態生
理、睡眠障害や睡眠薬使用の長期予後など
広く睡眠一般に関連した分野に広がってい
ます。研究室には高照度光治療装置を備え

た 3つの住居型隔離実験室があり、完全環
境調整下での臨床実験が可能です。ポリグ
ラフ記録はすべて光磁気ディスクに記録さ
れ、種々の解析に利用されます。共同開発
を進めてきた Actillume(m otion detector 
と照度計を備えた携帯型記録装置) に深部
体温も同時記録できる機能を追加し、更に
メラトニン測定の技術も加え多彩なリズム
を扱っています。
研究室内にはコンピューターネットワー
クが張り巡らされ、研究データも集中的に
管理されています。コンピュータ一端末間
でのデータ交換やプログラム間でのデータ
変換も容易で研究効率を高める要因となっ
ています。ネッ トワークは Internet にも
つながれ、各個人のデスクから世界中の研
究者との情報交換ができるようになってい
ます。
研究室のメインプロジェクトとして、昨
年の秋からは 5年間の予定で高齢者のうつ
病、睡眠障害に対する光治療プロジェクト
が始まっています。隔離実験室を使った 5
日間の臨床実験でメラトニンのリズム測定
も含めて 200 名以上のデータを集める予定
です。W o m en's H ealth Initiative との共
同で、閉経後の女性のメラトニンリズムに
関する研究も 4 年の予定で始まろ うとして
います。メインプロジェク 卜の他にも個々
の研究員が各自の興味のある研究に取り組
んでいるのが特徴で、その中には時間生物
学関連のものもいくつかあります。睡眠相
遅延症候群に対する光治療や月経周期に対
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する光照射の影響についての研究は、共同
で開発をすすめているマスク型ポータブル
光治療器の応用も兼ねて行われています。
他にも、 概日リズムに及ぼす運動と光の影
響についての研究も進められています。動
物実験では Dr.Elliottが Type 0  resetting 
の原理解明について研究中です。
充実した設備と恵まれた環境と優れた指

導者のもと、今後も一層の活躍が期待され
る研究室です。

9500  Gilman Drive， 0667 
L a  Jolla， C A  92093-0667， U S A  
Internet :  K a n do @ucsd.edu 

NiftyServe :HHD01517@niftyserve.or.jp 
Tel: 619-534-6555 
Fax: 619-534-7405 

次期運営委員選挙結果

5 月 31 日に締め切りました次期運営委
員候補選出のための選挙用紙は、海老原、
太田両先生の立ち会いの元に 6 月 10 日に
名古屋大学で開票いたしました。なお投票
総数は 59 票でした。新しい運営委員は上

位 10 名、ただし 10、11 位は同点でしたの
で、最終的に計 11 名になりました。会長推
薦の 5名の運営委員を含めて、総会におい
て最終的に新しい運営委員として了承され
ます。

氏名 所属 | 投票数 i
本間研一 北海道大 ・医 ・第一生理 2 6  
高橋清久 精神・神経センター ・武蔵病院 2 1  
辻丸秀策 久留米大・医・精神神経 1 5  
千葉喜彦 1 4  
海老原史樹文 名古屋大・農・動物機能制御 1 4  
内村直尚 久留米大・医・精神神経 1 3  
井上慎一 山口大・ 理・生物 11 
中島秀明 岡山大・理 1 0  
井深信男 滋賀大・教育・心理 8  
近藤孝男 名古屋大 ・理 ・生物 7  
柴田重信 早稲田大・人間科学・人間基礎科学 7  
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第 2 回
日本時間生物学会学術大会

会期: 1995年11月 7 日( 火〉・ 8 日( 水〉
会場: 名古屋大学シンポジオン会議室・豊田講堂ロビー

干464 名古屋市千種区不老町
T E L  052-789-3059 

学術大会事務局
干464 名古屋市千種区不老町

名古屋大学農学部資源生物環境学科
動物機能制御学講座内
T E L  052-789・4066
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0 大会参加者の皆様へ
総合受付( シンポジオン内ロビー)
(1)第 1 日 (11月 7 日〉自の午前 8 時から行います。学術集会参加
費は3000円です。未納の方は受付にてお納めください。受付に
て名札をお渡しいたしますので、名札にお名前と所属をご記入
の上学術集会当日は常に着用してください。なお、懇親会の受
付も行っております、参加希望なされる方で、懇親会費を未納
の方は受付にてお納めください。懇親会費は4000円です。

(2) 学会発表される方で、学会員になっておられない方は、受付に
て入会手続きをお済ませ下さい。年会費は3000円です。

0 口頭発表
演者の皆様へ
(1 ) 口演時間は 8 分、討論時間は 4 分です。口演時間は厳守してく

ださい( 従来の持ち時間と異なります) 。
(2 ) 演者の方は各セッションの開始30分前までにスライドを必ず

『スライド受け付け』に提出してください。
(3) 演者は会場内の次演者席に必ず着席してください。
(4 ) スライドプロジェクターは一台です。 O H Pも一台使用できます。

尚、 O H Pの使用を希望される方は、あらかじめ『スライド受け
付け』まで申し出てください。

座長の皆様ヘ
セッションの 5分前までに会場の『スライド受け付けJ にお立
ち寄りください。担当セッションの進行はお任せしますが、決
められた時刻は厳守してください。口頭発表の時間はー題12分
(口演8分、討論4分) です。

0 ポスター発表
発表者の皆様へ
( 1 ) ポスターボードのサイズは幅l m 2 0 c m、高さ 2 m l 0 c mです。演
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題番号が左上隅に張ってありますので、各自ボードに掲示して
ください。 掲示に必要な画鋲は大会事務局で用意いたします。

(2) ポスターの掲示は、第一日目( 1 1月7日) の昼休みに行ない、
二日目 (11月8日) の午後4時前までに取り外してください。

(3) ポスタ一発表は、二日目の午前に行ないます。ポスター前で説
明・ 討論していただきます。奇数と偶数番号のポスターを各々 1
時間交互に説明・ 討論する時間がとってあります。発表者の方
は、指定の時間内はポスターの前で説明して ください。説明時
間は、奇数番号が午前9時30分から午前 10時 30分、偶数番
号が午前11時から 12時です。

0 盤会
11月7 日( 第一日) 13 :  OO，..._， 14 :  00にシンポジオン会議室で開催
します。
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時間生物学会会場までの交通案内

名古屋~ 本山 地下鉄東山線( 藤が丘行〉 乗車時間約20分
徒歩: 本山固番もしくは固番出口から四ツ谷通に出て

南へ約15分
パス: バス停本山①番のりば 市ノくス幹線3系統( 平針

住宅行か島田住宅行〉に乗り、名古屋大学前で
下車 ー朝は5分間隔で運行していますー

東海道新幹線 地下鉄
名城線

地下鉄
桜通線

ηノ臼ηL 

地下鉄東山線

回出口
本山

回出口

12 四国
4J。

停
の
ス
番

パ
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•• 
ツ(〈口通

名古屋大学 ・2



名古屋大学東山キャンパス

内
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11月 7 日( 火〉

第 2 回日本時間生物学会
学術大会日程

シンポジオン会議室 豊田講堂ロビー

08:00 

09:00 

12:00 

13:00 

14:00 

15:48 
16:00 

18:20 
18:30 

20:30 

11月 8 日( 水)

13:00 

15:50 

17:50 

受付

1  .  rr .皿

昼休み

総会

IV. V  

coffee break 

シンポジウム

懇親会

特別講演

VI.VJI 

coffee break 

川氏
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昼休み
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第2回日本時間生物学会学術大会
1  9 9 5年 1 1月 7 日( 火〉、 8 日( 水)

名古屋大学シンポジオン会議室・豊田講堂ロビー
名古屋市千種区不老町、電話 052・789・3059

口頭発表

1995年11月7日( 火)

【I】09 :  00 -09 :  48 座長林博史
1  -1  閉塞性睡眠時無呼吸症候群の血圧日内変動

O 野田明子 岡田保粥川裕平太田龍朗
名古屋大学医療技術短期大学部 名古屋大学医学部附属病院精神科

1  -2  本態性高血圧における血圧、心拍数の朝上昇とタ降下の意義
。岩崎宏奥谷充章望月泰朗河埜功井尻裕田村康二
山梨医科大学第二内科

1  -3  夜勤の血圧日内リズ、ムへの影響" 個人差について
。本橋豊本橋和代中村和利前回明大友昭彦田中正敏
福島県立医科大学衛生学講座

1  -4  不規則交替勤務者におけるメラトニンリズムの経年的変化
。問所重樹1 中川博畿】 三崎究1 猪原久貴1 伊藤達彦z 伊崎公徳】
福井医科大学精神医学教室1 福井県立すこやかシルバー病院z

【E 】09 :  48 - 10 :  48 座長 太田龍朗
II -1  睡眠・睡眠感・気分の季節性変動

。碓氷章】 大日方一夫z 石束嘉和1 岡戸民雄1 白石孝_ ， 福f畢等1

山梨医科大学精神神経医学教室1 新潟大学医学部第1外科学教室z
II-2 南極における睡眠の季節性変動

。大日方一夫1 碓氷章Z 石束嘉和z 岡戸民雄z 白石孝一z 福湾等Z

新潟大学医学部第1外科学教室1 山梨医科大学精神神経医学教室z
II-3 ビタミンB12の生体リズム及び眠気に与える影響

。小曽根基裕伊藤洋松永直樹山寺亘門倉真植松昌俊
大山栄作佐々木三男牛島定信
東京慈恵会医科大学精神医学教室
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II -4  A ngelman症候群の一例における睡眠障害に対する薬物治療
。田中総一郎1，3 須員研司 1 高橋清久z

国立精神・神経センター武蔵病院小児神経科1

国立精神・神経センター武蔵病院精神科z 東北大学医学部小児科3

II-5 健康成人男子におよぼす塩酸トラゾドンとイミプラミンの概日
リズムにおよぼす影響

。中村秀_， 山寺博史1 鈴木英朗1 竹淳健司1 木村真人1 森隆夫1

遠藤俊吉1 白川修一郎z
日本医科大学精神医学教室1 国立精神・神経センター精神保健研究所z

【田】 10 :  48 ・12 :  00 座長井上慎一
ill -1 視交文上核培養細胞から放出される興奮性アミノ酸のサーカディ

アンリズムに対する細胞外C a2+の作用
。篠原一之日本間さと1 勝野由美子】安倍博1 本間研一】

北海道大学医学部生理学第一講座】横浜市立大学医学部第二生理学教室z
ill- 2  ラット S C N細胞培養系に発現するバゾプレッシンとVIP放出リ

ズム
O 本間さと勝野由美子 篠原一之安倍博本間研一
北海道大学医学部生理学第一講座

ill- 3  幼若ラット視交文上核における V I P m R N Aリズム
伴由利子】 井端泰彦z 。岡村均3

京都府医大眼科学1 京都府医大第二解剖学z 神戸大学医学部解剖学第二講座3

i11 -4 視神経刺激及び高濃度KClによる視交文上核からのVIP遊離と加
齢による影響

。松本安代1 小野道子1 島添隆雄】 柴田重信z 渡辺繁紀1

九州大学薬学部薬理学教室1 早稲田大学人間科学部薬理z
ill- 5  視交叉上核における長期増強現象

。西川由希子1 島添隆雄1 柴田重信z 渡辺繁紀1

九州大学薬学部薬理学教室1 早稲田大学人間科学部薬理z
ill- 6  視交文上核特異的にper繰り返しD N A配列へ結合する核蛋白質

。浜回俊幸松井三和加香孝一朗石田直理雄
通産省・工技院・生命研・生体情報・細胞機能

昼食 12:00-13 :00 
総会 13 :00-14 :00 
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【W 】14 :  00 -14 :  48 座長永山治男
IV -1  非24時間睡眠・覚醒症候群における深部体温リズム

。尾崎茂内山真 白川修一郎大川匡子
国立精神・神経センター精神保健研究所

IV- 2  非24時間睡眠・覚醒症候群の1例にみられた光の影響について
。内山真尾崎茂白川修一郎大川匡子
国立精神・神経センター精神保健研究所

IV- 3  日中の光照射によるメラトニンリズムの位相反応
。橋本聡子1 本間研一1 中村宏治】 本間さと 1 香坂雅子z
北海道大学医学部生理学第一講座1 札幌花園病院z

IV- 4  起床前漸増光刺激が健常者の体温及び睡眠感に及ぼす影響につ
いて
O 小山恵美中野紀夫今井健之萩原啓
松下電工株式会社電器開発研究所

【V 】14 :  48 ・ 15 :  48 座長 柴田重信
v  -1 蕗歯自動物の切歯象牙質形成に見られるサーカディアンリズム

。篠田需 大塚美重
東北大学歯学部歯科薬理学講座

v- 2  歯にみられる生体リズムの個体発生
。大塚美重篠田寄
東北大学歯学部歯科薬理学講座

v- 3  行動リズムおよび体温リズムに及ぼすエタノールの影響
0;恵紙英昭辻丸秀策井田能成本間五郎福山裕夫中沢洋一
久留米大学精神神経科学教室

V-4 セロトニン1Aレセプターアコマニスト 8・OH-DPATに対する反応性
のサーカディアンおよびサーカニュアルリズム

。呂建強永山治男
大分医科大学精神神経医学教室

V - 5  ハムスター行動リズ、ムの光ノ勺レスによる位相前進の移行期
。渡辺和人 1 J.H.Meijer 

ライデン大学 ・生理 ( 現濁協医科大学生理1)

Coffee Break 15:48-16:00 

勺
tnL 



シンポジウム
メラトニン

~ 基礎研究からヒトへの展開~

16:00-18:20 座長海老原史樹文・大川匡子

S-l メラトニンと動・植物
0 服部淳彦
聖マリアンナ医科大学第一解剖

S-2 メラトニン受容体の分子生物学
0 海老津尚
埼玉医科大学精神医学教室

S-3 メラトニンと動物のリズム
0 村上昇丸本信之中原桂子
宮崎大学農学部獣医学科家畜生理

S-4 メラトニンとヒトのリズム
0 本間研一 橋本聡子中村宏治宮崎俊彦本間さと
北海道大学医学部生理学第一講座

S-5 メラトニンと臨床
O 二池輝久友田明美本田貴子
熊本大学医学部発達小児科

懇親会( ユニバーサルクラブ) 18:30-20:30 

nD 
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1995年11月8日( 水〉

ポスター説明 ・討論 奇数番号 09:30・10:30
ポスター説明 ・討論偶数番号 11:00・12:00

昼食 12:00・13:00

特別講演 13:00-13:45 座長 太田龍朗

"Effects of Lifestyle Regularity and Irregularity o n  H u m a n  
Circadian Rhythms and Sleep" 

D r. Timothy H. Monk 
Sleep and Chronobiology Center 

University  of Pittsburgh School of Medicine 

【VI】13 :  45 ・14 :  45 座長 杉田義郎
VI -1  視覚障害者 (施設入所者) の睡眠調査

。猪原久貴1 問所重樹1 三崎究】 中川博樹z 伊藤達彦z 伊崎公徳1

福井医科大学精神医学教室1 県立すこやかシルバー病院z
VI- 2  中高校生における睡眠習慣の実態調査 (II )  

。井上雄- ' 植田俊幸z 挟間秀文3 白川修一郎4 大川匡子4

鳥取大学医学部神経精神医学教室1 国立療養所静岡東病院z 安来第一病院3
国立精神・神経センター精神保健研究所4

VI-3  覚醒度定量化法M TとM S L Tとの関係
。道盛章弘1 Claudio  Stampi2  Polly  Stone2  

松下電工株式会社電器開発研究所1

Institute  for Circadian Physiology， C ambridge， U.S.A.2  

VI- 4  部分断眠の認知機能に及ぼす影響
。榎本哲郎1 内山真z 尾崎茂z 中島亨z 浦田重治郎1 金吉晴Z

白川修一郎z 大川匡子z
国立精神・神経センタ一国府台病院精神科1 精神保健研究所z
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VI -5  20・40分睡眠覚醒リズムにおける睡眠時間と反応時間の関係
。佐谷誠司1 黒田健治1 江村成就1 野村吉宣1 横井昌人 1 吉田祥1

宮崎真一良z
大阪医科大学神経精神医学教室1 阪南病院z

【w 】14 :  45 -15 :  33 座長内山真
W - l  リズム障害の既往がある痴呆患者におけるメラトニンリズムに

ついて
O 内田勝久1 岡本典雄z 森田之大1

浜松医科大学生理学第一講座1 共立菊川総合病院精神科z
W - 2  高齢者を対象とした手術の睡眠に及ぼす影響ー第一報

。中島常夫1 亀井雄一z 浦田重治郎Z 白川修一郎5 清水順三郎z
北村温3 長谷川重夫4 大川匡子5

総合病院国保畑中央病院神経精神科1

国立精神・神経センタ一 国府台病院精神科z 泌尿器科3 外科4

国立精神・神経センター精神保健研究所5

W - 3  高齢者の発熱のリズム
。安藤富士子 山本隆一 伊藤知美 井口昭久
名古屋大学医学部老年科学教室

刊 -4 在宅高齢者の深部体温リズムおよびエネルギー代謝量の検討
。向井正樹内村直尚坂本哲郎平野隆土山祐一郎橋爪祐二 土屋智
内田隆小鳥居剛 中沢洋一
久留米大学医学部精神神経科

Coffee Break 15 :33-15 :50 

【咽】 15 :  50 ・ 16 :  50 座長安倍博
四- 1  カマドコオロギ概日ペースメーカ一間の相互作用

O 阿部好晃 富岡憲治
山口大学理学部自然情報

咽 -2 ヌタウナギ( 円口類〉の視覚情報が視蓋前域を介して概日リズ
ムを明暗条件に同調させる可能性

。大岡貞子1 門田哲夫Z 竹内浩明3

跡見学園女子大学1 横浜市立大学医学部解剖z 静岡大学理学部生物3
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咽 -3 アフリカツメガエノレX enopus laevisの概日活動リズム: 加齢およ
び眼球除去の影響
O 原因由美子藤津裕美気賀沢恭子 大石正
奈良女子大学理学部生物

咽 -4 準自然状態、におけるアカネズミの活動
。松岡美紀益田敦子大石正
奈良女子大学理学部生物

四-5 松果体による、 ratの中枢性生殖内分泌機能調節機序について
。中沢和美1 鈴木健治】 牧野恒久z 野沢志朗3 S . M.McCann' 

警友病院産婦人科1 東海大学産婦人科z 慶応大学産婦人科3 テキサス大字

【医】 16 :  50 ・ 17 :  50 座長中島秀明
区- 1  藍色細菌の多様な生物時計変異を相補する遺伝子の解析 I

。岩崎秀雄: 近藤孝男z 沓名仲介z 青木摂之2 Carol A ndersson3  

Susan S .  Golden3  石浦正寛之
名古屋大学大学院人間情報学研究科1 名古屋大学理学部生物2 Texas A & M大学3

IX- 2  藍色細菌の多様な生物時計変異を相補する遺伝子の解析E
。石浦正寛】 青木摂之1 沓名仲介1 岩崎秀雄z 宇津巻竜也1 近藤孝男 1

名古屋大学理学部生物】 名古屋大学大学院人間情報z

IX- 3  ゾウリムシの生物時計による繊毛活性の制御とセカンドメッセ
一/ ンャ-
O 長谷川建治】 塚原保夫4 島本昌和Z 石崎茂生3

北里大学医学部生理1 精神科学z 衛生学部生物科学3

理化学研究所フォトダイナミクス研究センタ _，
医 -4 ミドリゾウリムシのクローン寿命と概日リズム周期との関係

。三輪五十二
茨城大学教養部生物

医ー 5 粘菌の収縮リズムにおける多重周期性: 等比級数的階層性
。垣内康孝 上回哲男
名古屋大学人間情報学研究科
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ポスタ一発表 (豊田講堂ロビー)

1995年11月8日( 火) 9  :  30-12 :  00 
ポスター説明・ 討論 奇数番号 09 :  30・10 :  30 
ポスター説明 ・討論偶数番号 11 :  00・12 :  00 

P-1 粘菌の収縮リズムの非線形力学的側面 :位相と周波数の
多重的発展

。中垣俊之上田哲男
名古屋大学大学院人間情報学研究科生物情報

P-2 ゾウリムシのP K Aの概日変化
。島本昌和1 長谷川建治z 石崎茂生3 塚原保夫4

北里大学医学部 精神科学1 生理z 衛生学部生物科学3

理化学研究所フォ トダイナミクス研究センタ - '

P-3 アカバンカビ時計機構の硫黄代謝からの分子生物学的解析。IJ¥内清秋山正志中島秀明
岡山大学理学部生物

P-4 アカパンカビの生物時計におけるカルモジュリン分子の役割
。定金豊 中島秀明
岡山大学理学部生物

P-5  藍色細菌Synechococcus sp. PCC7942のSP22生物時計突然変異の
解析

。沓名仲介近藤孝男石浦正寛
名古屋大学理学部生物学科

P-6 藍色細菌Synechocystis sp. PCC6803のclock-controlled genesの解析
。青木摂之近藤孝男石浦正寛
名古屋大学理学部生物学科

P-7 プロモータートラ ップ法による藍色細菌の生物時計の無周期突
然変異の解析

。近藤孝男 1 Carl H.J  ohnson2  Susan  S. Golden3  石浦正寛1

名古屋大学理学部生物学科1 Vanderbilt大学2 TexasA&M 大学3

P-8 ヤママユ(An的eraea)属の休眠と光周時計の構造
O 竹田真木生松本雅之東野洋平
神戸大学農学部昆虫科学
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P-9 Sweltsa sp.の羽イヒの日周期性と環境要因
。林由佳磯辺ゅう 大石正
奈良女子大理学部生物

P 司 10 アホロートル 3系統 (Wild，White，Eyeless) の活動リズムの比較
。大石正1 水田敬子 l 山鹿百合子1 竹内浩昭z
奈良女子大理学部生物1 静岡大学理学部生物z

P-ll イモリの活動リズム・明暗及び温度サイクルへの同調性
。長井清香神埼淑子 大石正
奈良女子大理学部生物

P-12 キンギョにおける遊泳活動と自発摂餌活動の
サーカディアンリズム

。飯郷雅之 1 F.J.  Sanchez-Vazquez2. 3  J.A. Madrid3  田畑満生Z

聖マリアンナ医大 l解 1 西東京科学大学ノ〈イオ2 University of Murcia3  

P-13 ニホンウズラの限、松果体、脳におけるA T Pの日内リズム
。鈴木恵美大石正
奈良女子大理学部生物

P  -14 microdial ysis法によるハトの眼球内におけるメラトニン及び
ド、ーパミンリズムの測定
。足立明人長谷川稔海老原史樹文
名古屋大学農学部動物機能制御

P-15 ピノプシン抗体P7によるニワトリ松果体の免疫組織化学
。蛭薙観}I国1 海老原史樹文z 高中陽子3 岡野俊行3 深田吉孝3

名古屋大学農学部動物形態情報 1 動物機能制御z
東京大学教養学部生命環境科学系3

P-16 血圧及び心拍の日内変動に及ぼす自律神経系の影響
。牧野光恭1 竹津博人1 平井真理1 林博史1 海老原史樹文z
名古屋大学医学部第一内科1 名古屋大学農学部動物機能制御z

P-17 rdマウス(CBA江) の網膜の退化に伴う概日光感受性の変化
。吉村崇海老原史樹文
名古屋大学農学部動物機能制御学

P-18 C S系マウスのサーカディアンリズム
- 明暗条件下でのリズム特性-

。鈴木亨1 犬飼綾1 安倍博Z 本間さとZ 本間研_ 2 海老原史樹文1

名古屋大学農学部動物機能制御学1 北海道大学医学部生理学第一講座z
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P-19 CS系マウスのサーカディアンリ ズム
-恒暗条件下でのリズム特性-

。安倍博1 海老原史樹文z 鈴木亨Z 犬飼綾Z 本間さ と1 本間研一1

北海道大学医学部生理学第一講座1 名古屋大学農学部動物機能制御学z

P-20 老齢マウスにおけるサーカディアンリズム制御機構の加齢変化
O 大島五紀 牧野進
瞳野義製薬株式会社実験動物センター

P-21 ラットにおける睡眠覚醒・脳温・腹部温・飲水・運動リズムの
律動性の解析

。池田真. 行井上昌次郎
東京医科歯科大学医用器材研究所制御機器部門

P-22 ラット視交叉上核における Znの組織化学
。井上恵介1 岡村均z 井端泰彦1

京都府立医大第二解剖学教室1 神戸大学医学部解剖学第二講座z
P-23 ラット室傍核におけるバゾプレッシン及びC R Hのサーカディア

ンリズム
O 勝野由美子 本間さと 安倍博本間研一
北海道大学医学部生理学第一講座

P-24 新しい時計制御遺伝子mp41産物の抗体作製の試み
。大畠慶子1 加香孝一郎1 橋本将男Z 石田直理雄1

通産省 ・工技院 ・生命研 ・生体情報 ・細胞機能1 ロート製薬z

下25 新規時計遺伝子mp41の 5' 上流解析
。鈴木悟鞍馬正江 加香孝一郎 石田直理雄
通産省 ・工技院 ・生命研・ 生体情報 ・細胞機能

P-26 ラットの活動リズムに及ぼすindomethacinのパルス投与の効果 :
その 2
0 大井健 山田尚登
滋賀医科大学精神医学講座

P-27  ビタミ ンB12投与による光感受性への影響
-ラ ットE R Gおよび血清メラトニン量を指標とした測定-

。中村孝文1 内田勝久Z 森口八重子Z 岡本典雄3 森田之大Z

静岡大学電子科研1 浜松医科大学第一生理z 共立菊)11総合病院精神科3

P-28 ハムスターの概日リズムに及ぼすブロチゾラムの影響
。小室吾朗1 海老原史樹文1 太田龍朗z
名古屋大学農学部動物機能制御3 医学部精神科z
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P-29 言語性幻聴の日内変動と時間治療学的アプローチ
。辻丸秀策井田能成白尾一正松口直成本間五郎 恵紙英昭向笠法貴
福山裕夫 中沢洋一
久留米大学医学部精神神経科

P-30 メチルコパラミン投与時のビタミンB 12血中濃度の推移
。杉下真理子1 坂本安z 野村正彦Z 山内俊雄】
埼玉医科大学精神医学教室1 第一生理学教室z

P-31 高齢者における体温サーカデ、ィアンリズム
。山本陸一1 安藤富士子1 伊藤和美1 秋間秋靖z 井口昭久1

名古屋大学医学部老年科1 森孝病院z
P-32 経口的Melatonin投与が、ヒトの覚醒水準および深部体温に及ぼ

す影響-Triazolamとの比較- 検討・
0 佐藤浩徳 三島和夫松削浪子菱川| 泰夫
秋田大学医学部精神科学講座

P-33 断眠の抗うつ効果と尿中メラトニン代謝産物の関連
。山田尚登大井健中島聡高橋三郎
滋賀医科大学精神医学講座

P-34 反復性短期うつ病における尿中メラトニン代謝産物の
日内リズム異常
O 中島聡山田尚登大井健高橋三郎
滋賀医科大学精神医学講座

P-35 s果病期における直腸温リズムの検討
。福山裕夫内村直尚 中村純中沢洋一
久留米大学医学部精神神経科学教室

P-36 ナルコレプシーの日常生活下における睡眠覚醒パターン
(2)治療前後での検討

。本間裕士 1 香坂雅子z 福田紀子3 宮本環1 小林理子1 中村丈裕1

早坂光司4 奥原浩之，11¥山司 1

北海道大学医学部精神神経科1 札幌花園病院z
北海道大学医療技術短期大学3 北海道大学医学部付属病院中央検査部4

P-37 概日リズム睡眠障害の 6 症例
。三上章良本多秀治漆葉成彦寺島喜代治手島愛雄杉田義郎
大阪大学医学部精神医学教室
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P-38  睡眠相後退症候群 (DSPS) 患者終夜睡眠脳波の定量解析
。渡辺剛1 加藤昌明 1 関本正規 1 梶村尚史1 高橋清久Z

国立精神 ・神経センター武蔵病院精神科 1 国立精神・神経センター武蔵病院z

P-39 大学生における睡眠習慣とその障害に関する疫学調査
。上島公洋 粥川裕平早川敏治太田龍朗岡田保

名古屋大学医学部精神医学教室

P-40 動機づけによるウルトラディアン・リズムのマスキング効果
。林光緒 堀忠雄
広島大学総合科学部

P-41 南極観測越冬隊員の極夜期の概日リズム ~ 第 2 報~
O 前田倫1 杉田義郎z 手島愛雄z 三上掌良Z 漆葉成彦z 本多秀治z

大阪大学医学部麻酔学教室1 大阪大学医学部精神医学教室z

P-42 急性心筋梗塞の発症時間には二つのピーク時がある
。望月泰朗 1 奥谷充章1 岩崎宏1 河埜功1 井尻裕1 小森貞嘉1 田村康二1

田草川正弘z 露口直彦z 浅川哲也3

山梨医科大学第二内科1 甲府城南病院z 山梨厚生病院3

P-43 各種降圧薬の血圧日内変動および早朝血圧に及ぼす影響
。波多野潔】安部一成z 牧野光恭z 竹沢博人z 寺沢哲郎z 平井真理Z

津田誠3 林博史z
愛知県がんセンター病院集中治療部1 名古屋大学医学部第一内科z
愛知県尾張病院循環器内科3
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協賛団体一覧

本大会の開催にあたり下記より御援助をいただきました。厚く御礼申し上げます。

第 2 回日本時間生物学会学術大会

エーザイ株式会社
塩野義製薬株式会社
大幸財団

株式会社エイコム
三共株式会社
セティカンパニーリミテッド
田辺製薬株式会社
中部科学資材株式会社
日本ベーリンガーインゲ、ルハイム株式会社
バイオリサーチセンター株式会社
プライムテック株式会社
持田製薬株式会社

( 以下五十音順)
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肝細胞選択性
その他の臓器の細胞には取り込まれにくいことが報告されています( マウス、ラット)

[Prog. M e d.  11 (9)、 1991 ]

投与法の選択
朝1園、タ1回、朝・タ2因。メパロチンは幅広い股与j去の選択が可能です。

[ 効能・効果]
高脂血症、家族性高コレステロ ル血症
[ 用活・用量 ]
通常、成人にはプラパス合チンナトリウムとして、 1日10mgを1固また
は2回に分け経口投与する。
なお、年令・症状により適宜増減するが、重症の場合は 1日20m gま
で増訟できる。
[ 使用上の注意1
1 一般的注意
本剤の適用にあたっては、次の点に十分留意すること。(1)適用
の前に十分な綴査を実施し、高脂血症、家族性高コレステ口
Jし血歪であることを確認した上で本剤の適用を考慮すること。本
宵11は高コレステロール血症が主な異常である高脂血症によく反
応する。(2) あらかじめ高脂血症の基本である食事療法を行い、
更に運動療法や高血圧・喫煙等の虚血性心疾患のリスフファウ
ヲの軽減等も+ 分考慮すること。(3)投与中は血中脂質値を
定矧的に繍査し、治療に対する反応が認められない場合には投
与を中止すること。
「ーー一一一ーーーーーーーーーー一一一ーーーーーーー- ，

グロビン上昇を特徴とする繍紋筋融解症があらわれ、これに伴って
急性腎不全等の重篤な腎隊害があらわれることがあるので、このよ
う主場合l正直ちに投与を中止すること。
(2)重大な副作用 (外国症例)
1)ミオパシー 外国においてミオパシか'報告されている。2)末梢
神経障害 外国において末梢神経障害が報告されている。3)過
敏症状。 外国においてループス様症候群、血管炎等の過敏症状か'
報告されている。
(3)その他の副作用
1)皮膚 ときに発疹等があらわれることがあるので.このような場合
には投与を中止すること。2)消化滋 ときに悪心・曜日土、便秘、下痢、
腹痛、間不快感が、またまれに口内炎、胸やけ、腹部膨満感、食欲不
振等があらわれることか'ある。3)肝臓 ときにS-GO丁、S-GP丁、A 1-P、
LDH、Y-G T P、総ビリルビン値の上昇等の肝機能異常があらわれる
ことがある。4)腎臓 ときにB UN 、7 血清レアチニJ が上昇すること
がある。5)筋肉 ときにCPK上昇、まれに筋肉痛、筋脱力があらわれ
ることがある。6)精神神経系 まれに頭痛、めまい、不自民があらわれる
ことがある。7)その他 ときに尿酸の上昇、尿潜血が、またまれに倦
怠感、浮雄、脱毛があらわれることがある。

2. I禁忌( 次の患者には投与しないこと) I  1の川辺町については、添付文川をご覧ください
l本剤に対し過敏症の既往歴のある患者 l  
L _ーーーーーーーーーーー一一一ーーーーーーーー一一一」

3 慎重投与 (次の患者には慎重に投与すること)
(1)重篤な肝障害又はその既往歴のある患者 [ 本剤は主に肝臓
において代謝され、作用するので肝障害を悪化させるおそれがあ
る] (2)重駕な腎障害又はその既往歴のある患者 [1黄紋筋融解
症の報告例の多くが腎機能障害を有する患者であり、また、械紋
筋融解症に伴って急激な腎機能の悪化が認められている] (3)フ
ィブラ 卜系薬剤( ベザフィブラート等) 、免疫抑制剤 (シフロスポリ
ン等)、ニコチン殴を投与中の患者[ 摘紋筋融解症があらわれや
すい](r相互作用jの項参照)

4 相互作用併用に注意すること
フィブラ ト系薬剤 (ベザフィブラー卜等)、免疫抑制剤 (ンヲロス
ポリン等)、ニコチン酸[ 筋肉痛、脱力感、CPK上昇、血中及び尿
中ミオヴロビン上昇を特徴とし、急激な腎機能悪化を伴う繍紋筋
融解症があらわれやすし、]

5 副作用(まれに 0. 1% 未満、ときに 0.1%-5% 未満、副飼なし
5 %以上又は頻度不明)
(1)重大な副作用
情紋筋量虫解症 筋肉痛、脱力感、 CPK上昇、血中及び尿中ミオ

本市lのi血111にあたって1;1.，あらかじめ川!指1(1l1，;'の嶋本である食事
掠訟を11 い、児に1HVJ1/'W，平川拍1I 1:- 1!-J21:中等のI，fli l([l刊心1長官
のリスタファクターの将減等も l分巧1在すること。

品 H M G - C o A還元酵素阻害剤

調;相細君戸
/τ::---... 白料笥求先

: 三詫棺訳書社
、くLノ 〒1旧東京罰中央E日本橋本町 J-5-1

り汚 日



1スムーズな入眠 Lendormin@  

自然な眠り。
睡眠導入剤 一
(ブロチゾラム)

・効能・効果
不眠症麻酔前投薬
・使用上の注意
1  般的;主憲
本剤の影響力、翌朝以後に及び、眠気、注意力・集中力 ・反射運動能
力等の低下が起とる乙とがあるので、自動車の運転等の危険を伴う
機械の燥作に従事させないよう注意するごと。

ε;欠の患者には投与しないこと
( 1 ) 急性狭隅角緑内障のある患者
(2)重症筋無力症のある患者

3.次の患者には投与しない乙とを原則とするか、特に必
要とする場合には慎重に投与すること
腕性心、肺気腫、気管支瑞息及び脳血管障害の急性
期等で呼吸機能が高度に低下している場合( 炭酸ガ
スナルコーシスを起こしやすい。)

4. ;欠の患者には慎重に投与すること
(1) 衰弱患者
(2)高齢者 (C高齢者への投与」のI頁参照)
(3) 心障害、肝障害、腎障害のある患者
(4) 脳に器質的障害のある患者( 作用が強くあらわれる。)

用法用量、その他の使用上の注意等については添付文書をご覧ください。

[ 資料!ft求先}
日本へーリンガーインケJレハイム株式会社学術部 干666-01 川西市矢間3-10-1

⑥ 



( 研究用試薬)

100テスト
200テスト

メラトニンは松果体から分泌されるホルモンで、生体リズムの調節において重
要な役割を担っています。
本キットは、血清、血紫、睡液、尿中などのメラトニンを高感度にて測定する
キットです。
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測定範囲: 0  pg/ml '"'-'50 pg/ml 

〆①第2抗体 O.1ml

4
0

C 、 15分'・〆⑦冷蒸留水 1ml 、遠心

易 (〆L ザ

'  
惑 度 :0.3 oa/mL  (1 .3  pmol/I) 

製造元 B U E H L M A N N  L A B O R A T O R I E S  A G  (スイス)

発売元 セティカンパ二一リミテッド
'T 107 東京都港区南青山2・2・8 D Fビル a .03-3403・0333 fRH.03-3404-4472 

‘01・.



D A T A Q U E S T  
橿性実験のベストスタンダード!

当システムは体内完全埋込み型の小型送信器を採
用することで、自由に活動できる無拘束下の動
物からの生体信号を連続的に取得することを可
能にしました。特に、血圧測定用送信器は力
テーテルの先端に特殊ゲルを用いて血液凝固
を防ぎ、長期間のメンテナンスフリーを実
現します。
送信器からの信号は、既設ケージの下部、
または上部に設置した受信ボ ドより簡
易に取得され、更にオリジナルのコンビュ
タシステムへと導かれます。そして自動的に保存
されたデータは、後に作図、作表といった各種統計処理
も行え、画期的な慢性実験の総合システムとして研究者
のお役にたちます。
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人間にはもともと、からだの状態を
一定に保とうとする能力があります。

それがホメオスタシス( 生体恒常性)。
生体に存在する生理活性物質から精製してつくられる

医薬品は、人間のホメオスタシスのカを補いながら、
からだに無理な〈働きかけます。

持田製薬は「先見的独創と研究」という
企業理念に基づき新しい医薬品の発想を実現しています。

生理活性物質を活かした医薬品もそのひとっていす。

量級豊田空空間割Z



r  • ........-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
0.000000000000001モルの検出感震を実現

I.'1"コι微量生体試料分析システム 300シリーズ
- モノアミン分析システム ・アミノ酸分析システム
・アセチルコリン分析システム ・マイクロダイアリシス分析システム

マイクロダイアリシス分析システム
H P L C - E C D高感度測定システムとマイクロタイアリシス
の組み合わせによりモノアミンとその代謝物およびコリン、
アセチルコリン、アミノ酸、薬物動態などがin v iv oの状態
で測定ができます。

高感度と安定性で高い評価をいただいてお
りましたEP-lQ-ECD-l凹システムをさ
らに性能アップ。今まで、測定不能であった
生体内微量成分の分析の可能性を追求する
300シリーズです。

.. .  .  .  .  .. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .. .  ... .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .. .圃・・・・・
r  .-.・圃・・4 ・・・・・・咽・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー.-..-... .-... .  .  .  .. a .a・・・・-ー・・・圃・・・・・・・・・・・・・

MICRODIALYSIS 
B I O S E N S O R  S Y S T E M  EES-800 S Y S T E M  

国際特許出願中

透析膜近辺で生じた濃度変化を短時間でキャッチし、
リアルタイムモニターします。

- システム構成 E E S - 8 0 0  S Y S T E M  
電気制御部 M O O E L  E P S - 8 0 0  
インフュージ、ヨンポンプ M O OE L  E P - 8 0 0  
ピト口セット M OO E L  E S S - 8 0 0  
データ記録計 M O OE L  0 0-21 

酵素溶液を透析膜内に入れることにより、その酵素に特
異性のあるダイアリシスパイオセンサ になります。

・グルタメート ・グルコース
・ラクテート ・グリセロール

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .. .  .  .. .  .  .  .  .. .  .  .. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .. .  .  .. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  

;蹴株式会社エイコ6 語占114r!?::i!;EjE本



実験動物用薬理関連機器
V 0 2/V C 0 2呼吸代謝モニター
小~ 大動物の長期間のモニ夕 方、可能です。

- 酸素消費量・C 02発生量
・呼吸置換比
・コンヒ。ユータ制御
・卜レッドミルとの
併用可

ラット・マウス用トレッドミル
. 1 - 4レーン
・ベルト速度可変
・走行傾斜角度可変
・エアーパフ刺激可
・電流刺激可
・逃避センサー付き
・代謝用チャン
パー可
・コンビュータ
制御も可

.-
' 笥・' " .; 

湖周岡町
動物用呼気C02モニター C A P S T A円-1凹 動物用人工呼吸器
(小~ 中・大動物まで)
呼気C 0 2モニター C A P
S T A R - 1凹は、赤外線シ
ンクルビームにより正確E 争

つ連続的にラット力、ら各種
動物の呼気ガスを応答性良
く、最小限のサンプル量で、
長期間安定してモニターし
ます。 . 分析原理 赤外線シングルビーム

軽量設計された、苛酷
な長期間の使用にも安
心して使用出来るよう
に設計されており、小
動物から大動物まで全
ての動物用に各種モデ
ルを揃えています。

・測定レンジ 日- 1日日% M odel:1 3 1 シリンダー容量 5mE 10rnE ( モルモット ・ラット周)
・応答時間 (T，oーT 9 0 ) 1  30rns (50mE/Il1 II1. Sarnple)  M odel :  141 シリンダ一容量10mE 30mE ( ラット用)

(T，o一丁目) 150Il1s (10m2/ll1ln. S a ll1ple)  M udcl :  121 シリンタ 容量30mE 70m2  (ネコ ・ウサギ用)
・測定呼気流量 10-100mE/rnlll M odel :  1日l シリンダ容量75日mE (イヌ用)

日本総代理屈 1IR d バイオリサーチセンター株式会社
. "  ，司掴・ 本社名古屋市東区東桜2-10-21 I日見ビjレ2F) l'i 052 '932 '6421 F A X 052 1932 '6  

東京東京都江戸川区東葛西6-4-10 第m 長ビル203号 l'i 03 13878 16471 

M a c in tosh 専用データータ収録・解析プロセッサー

acLa /Ms b /2e/4e/8e 
高速サンプリング/8 シリーズ新登場/ /

iii大lOO KH z(100，OOOサンプル/秒) でサンプリングが可能!
? ックラブ専用アンプを使って、 心、7江、 11千l弘、 lJiY i波等の
生体現象のill1l左記録として、マッキントッシュをポ リグ
ラフとして利川できます。

5シソズは10KHz-8cH、 20KHz-4cH、 40KHz-2cHの
連続サンプリンクが可能です。
Charlエクステンションにより将来性を含めて大きく機能向上 111
Charl工クステーションはアドインモジュールで各種専用解析用を開発予定

ι ヨ滞
一-戸一ニ- 微分、 1術百分 平均、加算平i均司 F仔FT(R仰Reωa剖I. d叩B.八ミング処理他ト笠流

波仰H形3湘閤酌の刷蜘「日削a岬ct噂等、 四酬R聞則lリ慨I j ;
.最大、最4小、吋(i振底幅、ス口一プ、タイム) リアルタイムX-yブ口ツト

i一一一一一一一・ ピクホルド、カウント 単位変像、キャリプレーション、演算表示
ド仲科哨吋れ ースティムレーダ、シグナルジユネレータ・タイムベース外部機器コントロール
ド...... V  ".... V  ・レートメー夕、 ペリオドメータ ・ベースライントラッキング
平ーーヨ 記録

-ハードディスクレコーデイング ・オンメモリ レコディング
一一一 刊 | ・圧縮記録で長時間記録が可能です (EEGで1MBあたり約2時間/1∞HZ/1CH)
三ユ三1三;'JJ;;[コ三2 ・SCSI陸続により1台のコンビュータで複数台数同時記録が可能( 例32cH等)

Classicll力、らPowerBook. PowerMac まで後続可能

日本総代理屈 B R a ffゴJ121-工費烹rz=F23全性
東京東京都江戸川区東葛西トト101第6頼長ビル203号 l'i 03 13878 16  



良質の実験動物を確実洞凍に供給

一 、

一 一

実験動物
5 P F 動物
マウス d d Y .  ICR.  s A L s/ c.  C 3 H/ H e  

C 5 7 s L/ 6 .  D s A/ 2 .  s D F ¥.  C D F ¥  
s 6 C 3 F ¥.  s A L s/ c-"% uCヌ ドマウス〉

ラッ ト 5D. Wistar. Fischer. D o n r y u  
C o n v e n t i o n a l  重h物]
マウス d d Y  
ラッ ト W  i.tar.  D o n r y u .  5 H R  
ハムスヲ G o l d e n
モルモッ卜 Hartley 
ウサギ 日本白色種. N e w

Z e a l a n d  W hit e  
イ ヌ s e a g l e  

実験動物用問料
各種固型粉末飼料 特殊実駁用
飼料 (ビタ ミン欠芝、ミネラlレ欠
乏低ビタミン . 他)、滅菌飼料、
放射線滅菌(コバルト 60照射滅菌)

間育管理機器器材
各種飼育ケージ ラック 、自動水
洗袈台 自走式自ffi!J飼育機、ベル
ト式自動飼育機、環境制御飼育装
置 、微生物制御飼育装首、ビニー
ルアイソレータ一、オー トク レ
ブ、自動式ケージワッシャー〔口
タ リ ト作業台、固定器. 動物

周ハカ リ、焼却炉、 消毒苦言 、洗浄
消毒草剤 、動物用床数、実験衣

|  |殴翫泊K附S割|中部科学資材株式会社ι詩1訂5問? 門需1汁?  
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副
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(一九八五年十一月)
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使用上の注意
l  内服剤
( 1)一般的注意 効果がないのに、月余にわたって漫然と
使用すべきでない。

(2 )副作用 ( まれに : 0 . 1 %未満、ときに 0.1 - 5 %未満、冨1J
詞なし : 5 %以上又は頻度不明 ) 1)消化器 ときに食
欲不振、悪心、下痢等があらわれることがある。 2)過
敏症 まれに発疹があらわれることがある。

(3 )その他 水銀及びその化合物を取り級う職業従事者に
長期にわたって大量 に投与することはさけることが望ましL 、。
2  . 主身す斉IJ
(1)副作用 ( まれに : 0 . 1 %未満、ときに 0 . 1 - 5 %未満、副
言司なし 5 %以上又は頻度不明 ) 1)過敏症 : 発疹等が
あらわれた場合は、投与を中止する。 2)その他 ' とき
に筋肉内，主射部イ立の痔痛 ・硬結、 また、 まれに頭痛、
発汗、発熱f惑があらわれることがある。

(2 )適用上の注意 1)投与時 . 光介解をうけやすいので、開
封後直ちに使用するとともに、遮光に留意すること 。
2)筋肉内注射時 : 筋肉内に役与する場合は、組織・神経
などへの影響を避けるため、 下 記の点に注意すること。
ア) 同一部位への反復注射は避けること。なお、新生児、未
熟児、乳児、小児には特に注意すること。 イ〉神経走行部位
を避けるよう，主意すること。 ウ) 注射針を刺入したとき、激痛
を訴えたり、血液の逆流を見た場合には、直ちに針を抜き、
昔日位を力、えて，主射すること。3)アンプルカット時ー本品はワン
ポイントカ y トアンプjレであるが、アンプJレのカット部分をエタ
ノル綿等て

効能・効果
末梢性神経陳害、
ビタミンB "欠乏による巨赤芳宅事性貧血( 注射液5 0 0μEのみ)

用法・用量
錠 5 0 0μg 通常、成人は l 日 3 錠 ( メコパラミンとして
l 日 1，500μg) を 3 固に介けて経 口投与する。 ただし、
年齢及び症状により適宜増減する 。
錠 2 5 0μg 通常、成人は l 日 6 錠 ( メコパラミンとして
l 日 1，500μg) を 3 回に介けて経口投与する。 ただし、
年齢及び症状により i菌室増減する。
細粒 . 通常、成人は l 日 3 包 ( メコパラミンとして 1 日
1，5∞μg ) を 3 回に介けて経口投与する。ただし、年齢及
び症状により適宜増減する 。
注射液5 0 0μg (末梢性神経障害の場合 ) : 通常、成人は l日
| 回 l ア ンプJレ(メ コパラミンとして 50 0μg ) を週 3 回、
筋肉内または静脈内に注射する。 ただし、年齢及び症状
により適宜増減する。
注射液500μg (匡赤芽E料金貧血の場合 ) 通常、成人は l日
l 困 | ア ンプJレ(メ コパラミンとして 5 00μg ) を週 3 回、
筋肉内または静脈内に注射する 。約 2 カ月投与した後、
維持療法として 1 - 3 カ月に l 回 1 ア ンプルを投与する。

ヒョ!???と，毎夕王Z21610
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. ご使用に際しては添付文書をご参照ください。

tJメ会長2Ui主" ⑧


